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論 文 内 容 の 要 旨
序 論
こ の論 文 は、 チ ベ ッ ト仏 教 サ キ ャ派 の論 師 ロ ン トゥン ・マ ウ ェー セ ンゲ に よ る ツ ォ ンカ バ/
チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 の検 討 を通 して、 チベ ッ ト中 観 思 想 史 の 一 局 面 の解 明 を め ざす 。
チ ベ ッ トで は ッ ォ ン カバ(1357-1419)が 出現 す る まで の 時 代 にお いて 、 中観 思 想 の主 流 は
バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ 系 の い わ ゆ る 中観 自立 派 の思 想 で あ っ た。 そ れ に 対 して ツ ォン カバ は、 イ ン
ド中観 派 の歴 史 にお い てバ ー ヴ ィ ヴ ェー カ に批 判 的で あ っ た チ ャン ドラキー ル テ ィ の いわ ゆ る
中観 帰 謬 派 の 思 想 を絶対 視 す る独 創 的な 中観 体 系 を構 築 し、 チ ベ ッ ト仏 教 界 に新 た にゲ ル ク派
を創始 した。 ゲ ル ク派 教 団 はそ の後 、 勢 力 を拡 げ て ゆ くが、 そ の 一方 で ツ ォ ンカ バ 及 び ゲ ル ク
派 は他 宗 派 の反 感 をか い、 他 宗 派 論 師 か らの 批 判 を 受 け る こ とに な った 。 他 宗 派 論 師 に よ る
ツ ォ ンカ バ批 判 は 幾 世紀 に もわ た って 繰 り返 され る こ とに な る が、 そ の ッ ォ ンカ バ 中観 説 批 判
の 歴 史 の 最 初 に 位 置 す る とみ な され る の が 、 サ キ ャ派 論 師 ロ ン トゥン ・マ ウ ゥー セ ンゲ(1367
-1449)で あ る
。 サ キ ャ派 か らは ロ ン トゥ ン以後 、 よ り有 力 な ッ ォ ンカ バ 批 判 者 が 出 るが 、 彼
らは ロ ン トゥ ンか ら影 響 を受 けて い る と予 想 され る。
又、 ロ ン トゥ ン に は チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ批 判 者 と して の 顔 が あ る。 しか し ロ ン トゥ ンの
チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 は、 そ の す べ て が 彼 の独 創 と い う よ りも、 む し ろ彼 は 彼 以 前 に チ
ベ ッ トにお い て行 なわ れ て いた"チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判"か ら影 響 を受 け て い る可 能 性 が
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あ る。 チ ベ ッ トで は 、12世 紀 の サ ン プ 僧 院 にお い て チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ の 評 価 の 仕 方 をめ
ぐっ て激 しい議 論 が行 わ れ た が 、 ロ ン トゥン のチ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 も、 そ れ を12世 紀 以
来 の チ ベ ッ トにお け る チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 の流 れ の な か で 理 解 す べ く試 み る必 要 が あ
る。
本 論 は、 上 の 「ロ ン トゥ ンの ツ ォ ンカ バ 批 判 」 「ロ ン トゥ ン のチ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判」
を取 り上げ て 検 討 を加 え、 もっ て チ ベ ッ ト中観 思 想 史 にお け る ロ ン トゥ ンの位 置 、 役割 の解 明
を め ざす 。
第1章 ロ ン トゥンの 生涯 と 著作
第1章 で は ロ ン トゥ ンの 生涯 に つ い て の 知識 を得 る と と もに、 特 に彼 の現 存 著 作 を整 理 しつ
つ 、 ロ ン トゥ ンの ツ ォ ンカバ/チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 を研 究 す る場 合 の資 料 を論 じ る。
第1節 ロ ン トゥ ンの生 涯
伝 記 にみ られ る ロ ン トゥン の 出 生 と学 歴 、 そ れ も特 に ロ ン トゥン の 中観 説 と唯 識 説 の学 習 、
そ して 師 ヤ ク トゥク ・サ ンギ ェー ペ ル との 出会 い を検 討 す る。 そ れ に よ りロ ン トゥン の学 系 を
確 認 して 、 さ らに彼 の学 者 と して の講 説 活 動 を検 討 す る。 ほか に、 附 論 と して 、 伝 記 に紹 介 さ
れ る ロ ン トゥ ンの 前 世 も取 り上げ る こと に した。 偉 大 な チベ ッ ト論 師 の場 合 、 しば しば そ の前
世 が 語 られ る。 そ の"前 世"は 問題 の論 師 の思 想 と無 関 係 で は な い。 ロ ン トゥンの"前 世"は
カ マ ラ シー ラ/タ ム パ ・ギ ャカ ル と され る が、 そ れ が 彼 の教 学 の 一 面 に関 わ って い る こ と を指
摘 す る。
第2節 学 者 と して の 論 争 活 動
ロ ン トゥン の活 動 のな か で も華 々 し いの は、 他 宗 派 論 師 と の論 争 で あ る。伝 記 に よれ ば 、 ロ
ン トゥ ンは ツ ォ ン カバ をは じ め多 く の論 師 と直 接 論 争 しす べ て 勝 利 した こ と にな る 。 しか し こ
の 種 の 記述 は どう して も宗 派 的 偏 向 に陥 りが ち で あ る。 よ って 、 サ キ ャ派 の 資 料 の ほか に他 宗
派 の 資料 と突 き合 わ せ な が らロ ン トゥ ンの 論 争 活 動 を検 討 して ゆ く。 そ して伝 記 に 報 告 され る
論 争 の うち、 ロ ン トゥンが 特 に ツ ォ ンカ バ の弟 子 ケ ー ドゥプ ジ ェ と何 らか の 関 わ り を もっ た に
違 い な い点 を指 摘 す る。
第3節 ロ ン トゥンの 著 作
は じめ に伝 記 や 目録 所 載 の ロ ン トゥ ンの 著 作 を網羅 的 に抽 出 して 、 各 資料 所 載 の著 作 の相 互
の 対応 関係 を 明 らか にす る。 次 に、 今 ま で に出 版 され た 著 作 す べ て を 一 つず つ取 り上げ て、 そ
れ ぞ れ の著 作 の性 格 や 著 作 年 を検 討 す る 。 そ して この 作 業 を通 して 、 本論 の主 題 で あ る 「ロン
トゥ ン のツ ォ ン カバ/チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 」 を研 究 す る場 合 に 『中観 概 論 ・正 理 道 の太
陽RLKS』 さ らに 『中論 注 ・甚 深 な る真 相 の光 』 が 中心 資 料 とな るべ き こ とを論 じ、 最 後 に 『中
観 概 論』 の 内容 を分 析 しそ の 梗概 を掲載 す る。
第2章 中観両派の分岐一 ツ ォンカバ批判その1
第2章 では、《ツ ォンカバ批判そ の1》 として、 中観派 が 自立派 と帰謬派 に分 岐 した理 由を
め ぐるツ ォンカバ説 と、 ロン トゥンの批 判、及びその問題 をめ ぐる ロン トゥンの自説 を検討す
る。 この問題 は、 いわば 中観思想 とは何 か とい う中観 思想の本質に関わる問題で ある。
第1節 中観両派 の分岐 に関する前主張
ッ ォンカバ によると、 中観両派は ともに一切 法の"真 実有"を 否 定 して空 を説 く点で 唯識派
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以 下 の 実 有 論 を 凌 駕 して い るが 、しか し中観 両 派 の 否 定す る と こ ろの"真 実 有"の 実 質 は 異 な っ
て い る。 帰 謬 派 が"自 己 の特 質 によ る 存 在""本 性 的 存 在"を 世俗 的 に も否 定 す る の に対 して、
自立 派 は それ を 世俗 的 に は認 め るか らで あ る。 中観 両 派 の分 岐 とは、 こ う した両 派 の否 定 対 象
の 確 認 の仕 方 の相 違 に起 因す る ので あ っ て 、 こ こか ら自立 論 証 採 用 の可 否 な ど の様 々 な トピ ッ
ク を め ぐる両 派 の教 義 の相 違 も生 まれ て く る。 ツ ォ ン カバ に よ る と、"自 己 の特 質 に よ る存 在"
を 否 定 しな い 自立派 は、 哲 学 的 見 解 の 点 で 中観 派 の域 に達 して いな い、 いわ ば ノ ミナ ル な 中観
派 と して、 帰 謬 派 よ りも遥 か 下 位 に位 置 付 け られ る こ と にな る。
第2節 ツ ォ ンカ バ 説"否 定 対 象 によ る 中観 両 派 の 分 岐"の 否 定
ロ ン トゥ ンは 、RLKS《 否 定対 象 》 の章 段 にお い て 上 の ッ ォ ンカ バ 説 を批 判 す る。 まず ロ ン
トゥン は、 自立 派 も帰 謬 派 と 同様 に"自 己 の 特 質 に よ る存 在""対 象 自身 の側 か らの 存 在"を
否 定 す るた め 、 中観 両 派 の勝 義 的立 場 は等 しい と論 じる 。 又 、 ロ ン トゥ ン によ る と、 自立 派 も
帰 謬 派 と同様 に"施 設 有"を 説 く こ とか ら、中観 両 派 は 世 俗 的 立 場 の 点 で も等 しい こ と にな る 。
さ らに ロ ン トゥ ンに よ る と、 中観 派 の正 理 に よ る 否 定 対 象 に、 特 定 の哲 学 的 教 義 によ っ て影
響 され た 無 明 に よ っ て仮 構 され た も の と、 世 間 の普 通 の 人 々 の 誰 で もが有 して い る 先 天 的 な 無
明 によ っ て仮 構 され た も の の2つ が あ る う ち、 中観 派 が 正理 に よ っ て優 先 的 に否 定 す べ き対 象
は 前 者 で あ る とい う。 そ して この考 え方 に連 動 して ロ ン トゥ ンの論 じる 否定 され る べ き"真 実
有""本 性/自 性"も 、"教 義 論 者 の提 出 す る正 理 によ る考 察 へ の耐 性"."教 義 論 者 に よ っ て仮 構
さ れ た 恒 常 ・一 ・自力 性"と 規 定 され る こ と に な る。 これ は、 「先 天 的 な 無 明 に よ っ て 仮 構 さ
れ た対 象 こそ を優 先 的 に否 定 す べ し」 「恒 常 ・一 ・自力 性 を否 定 して も"真 実 有""本 性/自 性"
を否 定 した こと に はな らな い」 と論 じた ツ ォ ンカ バ 説 と鮮 や か な対 照 を示 す 。
RLKS《 否 定 対 象》 の章 段 か らは 離 れ る が 、"空 性 の世 俗 性/世 俗 有"や 、"縁 起 の 二 義 性"を
め ぐ る ロ ン トゥ ン の 議 論 も興 味 深 く重 要 な 議 論 で あ る。 まず 、 ッ ォ ン カ バ は 主 に チ ャ ン ドラ
キ ー ル テ ィの テ キ ス トに依 拠 して、 「空 性 は 勝 義 真 実 だ が 世 俗 的 に存 在 す る」 と論 じ るが 、 ロ
ン トゥン は そ れ を批 判 して 、 主 に 自立 派 文 献 に依 拠 して 、 「空 性 は類 義 的勝 義 で あ っ て 本 質 的
に は世 俗/虚 偽 な る も の で あ る」 と論 じ る。 さ らに 因 縁 生 と 因施 設 とい う縁 起 の二 義 に 関 して
も、 ツ ォ ンカ バ が 因縁 生 と因施 設 の一 体 性 を論 じる の に対 して 、 ロ ン トゥ ンは 、 因 縁 生 を因 施
設 の基 盤 と考 え て い る。 これ は、 唯 識 派 の 説 く 「依 他 起 一遍 計 所 執 」 を 連 想 さ せ るが 、 ロ ン
ト ゥンは 、 よ り直 接 的 に は、 バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ以 来 の 自立 派 論 師 の 存 在 論 を継 承 す る もの と思
わ れ る。
第3節 中 観 両派 の分 岐 に 関す る ロ ン トゥン 自.説
ロ ン トゥ ンは 、 中観 両 派 の分 岐 の 問題 に 関す る 自説 を 『中論 注 』 で 論 じて い る。 ロ ン トゥ ン
に よ る と、 「中観 派 は 『中論 』 の密 意 を 帰 謬 ま た は 自立 論 証 に よ り説 明 す る と い う相 違 に よ り
帰 謬 派 と 自立 派 に分 かれ る だ けで 、両 派 の間 に哲 学 的見 解 の 点 で の 善悪 の差 は な い」と論 じて、
両 派 の差 異 を、中観 思 想 の本 質 に関 わ らな い、空 性 論 証 の方 法 論 的相 違 に のみ 求 め よ う とす る。
ツ ォン カバ に よれ ば 、 そ の方 法 論 的 相 違 も又 、 両 派 の否 定 対 象 の捉 え方 に起 因す る必 然 的 な帰
結 とな る の だ が、 ロ ン トゥン は、 帰 謬 派 が 自立 論 証 を採 用 しな い の も、 主 に、 そ の必 要 性 を認
め な いか ら、 と論 じて ゆ く。 さ ら にツ ォ ンカ バ 説 で は、 中観 派(帰 謬 派)に は 自立 論 証 も 自立
的主 張 も定 義 上、 あ り得 な いが、 そ れ を批 判 す る ロ ン トゥン は、 条 件 付 きで は あ るが 、 帰 謬 派
に も 自立 的 主張 も存 在 す る し 自立 論 証 も存 在 す る と論 じる。
以 上 の ロ ン トゥン の ツ ォ ンカ バ批 判そ して 自説 の 論 述 は 、 ツ ォ ン カバ によ っ て 帰 謬 派 よ りも
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遥か下位 に位 置付け られた 自立派 の地位 回復をめざす もので、 ロン トゥンの 自立派重視 の立場
を示す。
第3章 中観 派 の分 類 一 ツ ォ ン カバ 批 判 そ の2
第3章 で は、 《ツ ォン カ バ 批 判 そ の2》 と して 、 中観 派 の 分 類 をめ ぐる ツ ォ ンカ バ 説 と、 ロ
ン トゥ ンの批 判 を検 討 す る。 チベ ッ トで は、 多 様 に 展 開 したイ ン ド中観 思 想 の分 類 整理 が 熱心
に議 論 さ れ た が、 ロン トゥン も伝 統 説 を ふ ま え な が ら、 独 自の 中観 派 の分 類 を試 み て い る。
第1節 ロ ン トゥン の批 判 す る前 主 張
中観 派 の 分 類 の仕 方 に 関 して ロ ン トゥ ンはRLKSに2つ の 前 主張 を 提 示す る。 そ の うち 第1
の"チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ随 順 者"に よ る 中観 派 の分 類 は、 自立派 を さ らに喩 伽 行 中観 派 と経
量 中 観 派 に細 分 し、 「勝 義 の確 立 の 点 で は 自立 二 派 は 帰 謬 派 と一 致 す るが 、 世 俗 の確 立 の点 で
は 自立 二 派 は"正 理 に よ って 確 立 す る"点 で帰 謬 派 よ り も劣 る」 とい う も の で、 幾 つか の 留保
は 必要 だ が、 ロン トゥン は この場 合 、 前 主 張 者 と して ッ ォン カ バ を意 識 して い た と思 わ れ る。
ま た第2の"前 代 の多 くのチ ベ ッ ト人 た ち"の 分 類 の仕 方 は、 自立 派 を鍮 伽 行 中観 派 と経 量
中 観派 に細 分 す る ほか に、 帰 謬 派 と世 間極 成 中観 派 を 同 一視 す る点 に特 徴 が あ る。 さ らに彼 ら
は 各派 に 所属 す る具 体 的 なイ ン ド中観 論 師 を あげ て い る。 ロ ン トゥン は この場 合 、 彼 以 前 に行
な われ て い た、 イ ェ シ ェー デ 、 ウパ ロサ ル 、 プ トゥン、 そ して ヤ ク トゥク等 の諸 説 を合 繰 して
前 主張 と して 提 示 した も の と思 わ れ る。
第2節 経 量 中観 派/喩 伽 行 中観 派 の 設 定 へ の 疑 義
ロン トゥン は、 経 量 部 の教 義 も し くは喩 伽 行 派 の教 義 を 自己 の世 俗 的立 場 と して 採 用 す る と
い う意 味 で の"経 量 中観 派""喩 伽 行 中観 派"と い う学 派 の 設 定 そ れ 自体 を否 定 して 、 代 わ り
に"外 界 対 象 を論 じる 中 観 派""識 を論 じる 中観 派"と い う 学 派 名 を新 た に提 唱 す る。 ツ ォ ン
カ バ は、 中観 帰謬 派 の体 系 と、 中観 自立 派 以 下 の 実有 論 的体 系 との本 質 的 相 違 を指 摘 した。 し
か し ロ ン トゥ ンに とっ て は、 実 有 論 者 と本 質 的 に 異 な る"中 観 派"は 単 に 中観 帰 謬 派 だ け で は
な くて 、 中観 自立 派 も また 実 有 論 者 と本 質 的 に異 な る はず で 、 そ れ ゆ え に 中観 帰 謬 派 のケ ー ス
と同 じよ う に、 経 量 部 や 喩 伽 行 派 の教 義 を、 た と え世 俗 的 にで あ る にせ よ、 受 け容 れ る 中観 自
立 派 もま た あ り得 な い こ とにな る。
第3節 シ ャ ー ン タ ラ ク シ タ/チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ説 の 無 矛 盾 性
ロ ン トゥ ンは シ ャー ン タ ラ ク シ タが 伝 統 的 に"鍮 伽 行 中観 派"に 配 せ られ る の を批 判 して、
彼 を"識 を 論 じる 中観 派"と み な す 。 そ して シ ャ ー ン タ ラ ク シ タが 唯心 説 を採 用 す る の も、 そ
れ を"修 習 の次 第""教 化 の 次 第"と して 採 用 す る にす ぎ な い と解 釈 して 、 そ の点 で 帰 謬 派 の
チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ 説 と矛 盾 す る こ と は な い と論 じて ゆ く。 「シ ャ ー ン タ ラ ク シ タ よ りも
チ ャ ン ドラ キ ール テ ィ の方 が 勝 れ て い る点 が 何 か あ る のか 」 とい う ロ ン トゥ ン の発 言 に、 彼 の
本 音 が よ くで て い る。 こう した ロ ン トゥン の議 論 の 目的 の一 っ が、 ツ ォ ンカ バ 流 の帰 謬 派 優 位
説 を批 判 す る 点 に あ る の は、 間違 い な い。 ロン トゥン は、 自立 派 の シ ャー ン タ ラ ク シタ 説 を堅
持 しつ つ 帰 謬 派 の チ ャン ドラキ ー ル テ ィ 説 を シ ャ ー ン タ ラ ク シ タ説 寄 りに解 釈 し、 そ れ を通 し
て 、 ツ ォ ンカ バ によ っ て 帰謬 派 よ りも 下位 に位 置 付 け られ た 自立派 の地 位 回 復:を 目論 ん だ も の
と考 え られ る。
第4節 附 論:後 代 に お け る展 開
附 論 と して 、 ロン トゥン以 後 に活 躍 した サ キ ャ 派 の ツ ォン カバ 批 判 者 で あ る コ ラム パ ・ソナ
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ム セ ン ゲ(1429-1489)と シ ャ ー キ ャ ・チ ョ クデ ン(1428-1507)、 タ ク ツ ァ ン 翻 訳 師(1405
一?)を 取 り上げ て 、 彼 らの 所 説 と、 中 観 派 の 分 類 をめ ぐ る ロ ン トゥン の議 論 との つ な が りを
検 討 す る。 中観 派 の分 類 をめ ぐる ロン トゥ ンの 議 論 の 副 産 物 と して 、"経 量 中観 派""喩 伽 行 中
観 派"の 新 た な 意 味付 けの 可 能性 や 、 中 観 派 が 他 の 思 想 を"三 段 階 説"に よ って 自己 体 系 のな
か に 吸収 して ゆ く方 向 性 が 示 され た こ とに な る が 、 ロ ン ト ゥン によ って プ リ ミテ ィ ヴな か た ち
で 示 され た これ らの可 能性 や 方 向性 は、 後 のサ キ ャ派 の ツ ォ ンカ バ 批 判 者 た ち に よ っ て 継 承 さ
れ 展 開 され て い った こと を指 摘 す る。
第4章 無・我 と く に人 無 我 の認 め方 チ ャ ン ドラ キ ール テ ィ/ツ ォ ンカ バ 批 判 そ の1
第4章 で は 、《チ ャ ン ドラ キー ル テ ィ/ッ ォ ン カバ 批 判 そ の1》 と して 、無 我 と く に人 無 我 の
認 め方 をめ ぐ るチ ャ ン ドラキ ール テ ィ批 判 及 び ツ ォ ンカ バ 批 判 を検 討 す る。
第1節 ロ ン トゥンの紹 介 す る諸 説
自我 の確 認 と人 無 我 の意 味 に 関 して、 ロ ン トゥ ンは 、 ヴ ァス バ ン ドゥ説、 バー ヴ ィヴ ェー カ
説 、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ 説 を解 説 す る。 そ れ に よ る と、 ロ ン トゥ ンは 、 同 じ く中観 派 の 論 師
で あ りな が らもチ ャ ン ドラキ ール テ ィ説 を バ ー ヴ ィヴ ェー カ 説 か ら区 別 す るば か りで な く、 む
し ろバ ー ヴ ィヴ エー カ 説 と、『倶 舎 論 』に み られ る ヴ ァス バ ン ドゥ説 との 親 近性 を認 め て、ヴ ァ
ス バ ン ド ゥ説 と く に バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ 説 を支 持 す る 立 場 か ら、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ説 を、
RLKSに お いて 、 批 判 され るべ き 前 主 張 と して 提 示 す る。
第2節 チ ャ ン ドラ キ ール テ ィ/ツ ォ ンカバ 説 批 判
まず 世 間 の 人 々の 誰 で もが 有 して い る 先 天 的 な 自我 意 識 の 所 縁 は 何 か とい う問題 に関 して、
チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカバ はそ れ を"薙 に依 存 して 施 設 され た 自我""単 な る 我 れ"と
み な し、 世 間 の 人 々 は そ の 自我 を真 実 に存 在 す る と把 握 す る と論 じる 。 これ に対 して ヴ ァスバ
ン ドゥ/バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ は そ の所 縁 を"藍 の 相 続""識 羅"つ ま り広 い意 味 で"纏"と み な
し、 世 間 の 人 々 は 蔽 を"我 れ(自 我)"と 施 設 す る と論 じる。 そ して ロ ン トゥン は ヴ ァス バ ン
ドゥ/バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ に 与 して チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカ バ 説 を批 判 す る。そ の場 合 に
ロ ン トゥ ンは 特 に 「心(識 蔽)を"我 れ"と 施 設 す る」 とい うバ ー ヴ ィヴ ェー カ 説 を 自説 と し
て 採 用 す る 。
第2に 、 ヴ ァス バ ン ドゥ/バ ー ヴ ィ ヴ ェー カが 先 天 的 な 自我 意 識 の所 縁 を論 じ る とき の根 拠
の ひ とつ は、 「五 取 纏 を"我 れ"と 見 る」 と い う 経 文 で あ っ た。 これ に対 して チ ャ ン ドラキ ー
ル テ ィ/ツ ォ ン カバ はそ の所 縁 を"薙 に依 存 して施 設 され た 自我"と み な す た め、 問題 の経 文
も 「葱 とは別 個 の 自我 を否 定 す る」と解 釈 す る。 そ して ロ ン トゥ ンは ヴ ァスバ ン ドゥ/バ ー ヴ ィ
ヴ ェー カ に与 して チ ャ ン ドラ キー ル テ ィ/ツ ォ ン カバ の 経文 解 釈 を批 判 す る。
第3に 、 自我 の否 定 に は、 先天 的 な 自我 意 識 に よ っ て 把 握 され た 自我 の否 定 と、 教 義 論 者 が
自己 の 学 説 に基 づ い て 把握 した 自我 の否 定 の二 つが あ る。 二 種 の 自我 の否 定 の優 先 性 の 問題 に
関 して 、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ン カバ は先 天 的 な 自我 意 識 に よ って 把 握 され た 自我 の否
定 が 優 先 す べ き こ とを論 じ るが 、 ロ ン トゥン は そ の チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカ バ 説 を批
判 して 、 む しろ 教 義 論 者 の学 説 に よ って 把 握 され た 自我 の否 定 が優 先す べ き こと を 力説 し、 そ
して そ れ こそ が 中観 自立派 や 唯識 派 の大 論 師 の見 解 に ほ か な らな い と論 じる。
第4に 、"人 無 我"の 複合 語 解 釈 に関 して 、チ ャ ン ドラ キー ル テ ィ/ツ ォン カバ は そ れ を"法
無 我"解 釈 と同 じよ うに 「人 とい う否 定 の所 依 に我 つ ま り本 性/自 性 は 無 い」 と解 釈 す る。 こ
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れ に対 して ヴ ァス バ ン ドゥ/バ ー ヴ ィヴ ェー カ は そ れ を 「緬 とい う否 定 の 所 依 に纏 と特 質 を 異
にす る 自我 は無 い」 と解 釈 す る。 そ して ロン トゥン は ヴ ァス バ ン ドゥ/バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ に 与
して チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカバ 説 の不 合 理性 を指 摘 す る。
第5章 声 聞 ・独 覚 の 法無 我 の証 悟 の有 無 一 チ ャンドラキ ール テ ィ/ツ ォン カバ 批 判 その2
第5章 で は 、 《チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォン カ バ批 判 そ の2》 と して 、 声 聞 ・独 覚 の法 無我
の証 悟 の有 無 をめ ぐ るチ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 及 び ツ ォ ンカ バ批 判 を検 討 す る。 イ ン ドの大
乗 仏 教 で は 、 「声 聞 ・独 覚 は 人 無 我 の み を 証 悟 す る」 とい う見 方 が よ り一 般 的 で あ った が 、 そ
れ に対 して チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィは 「声 聞 ・独 覚 は 人 無 我 の み な らず 法 無 我 も証 悟 す る」 とい
う立 場 を と った 。 この 問 題 をめ ぐ り ロ ン トゥ ンは チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ説 そ の も の を厳 し く批
判 して 、 バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ 等 の見 方 を 善 説 とす る 点 を指摘 す る。
第1節 ロ ン トゥンの 紹 介 す る 諸 説
ロ ン トゥ ンはRLKSに お いて3異 説 を紹 介 す る。3説 の うち"あ る人"は 「声 聞 ・独 覚 は法
無 我 を証 悟 せ ず 人 無 我 の み を 証 悟 す る点 で 等 し い」 と主 張 す る が 、 これ は 中観 自立 派 の バ ー
ヴ ィヴ ェー カ説 に近 い。 また"弥 勒 の 法 に随 川頁す る 中観 論 師"は 、 弥 勒五 法 の うち特 にr現 観
荘 厳 論』 に 依 り、 「声 聞 は 人 無 我 の み を証 悟 し、 独 覚 は 人 無 我 と所 取 法 の 無 我 を証 悟 し、 そ し
て 菩 薩 はそ れ らの二 つ の無 我 と能 取 法 の無 我 と の三 種 の無 我 を証 悟 す る」 と主 張す るが 、 これ
はr現 観 荘 厳 論 』 を重 視 す る 中観 自立 派 のハ リバ ドラ の所 説 に近 い。 それ ら2説 に 比べ て 第3
の チ ャ ン ドラ キー ル テ ィ 説 は 、 「声 聞 ・独 覚 は 人 無我 の ほ か に法 無 我 を も 証悟 す る」 と い う独
特 な 見 方 で 、RLKSに は、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ のr入 中論 自注』 の所 説 に した が って そ の経
証 と理 証 が 詳 し く紹 介 され て い る。
第2節 ロ ン トゥ ン以 前 のチ ャ ン ドラ キ ール テ ィ批 判
チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ の 中観 説 は、 そ れ が チ ベ ッ トに導 入 され た 当時 か ら批判 を うけて い た
が 、 「声 聞 ・独 覚 は法 無我 を証 悟 す る」 と い う見 解 も、 ロ ン ト ゥンの 時 代以 前 に、 チ ャパ ・チ ュ
キセ ンゲ や ッ ェ ク ・ワ ンチ ュ クセ ンゲ 等 のサ ン プ 系 の論 師 に よ って 批 判 さ れ て い た し、 プ トゥ
ン もそ れ に批 判 的 で あ っ た。 ロン トゥン に よ るチ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批判 も 単 に彼 の独 創 と い
う よ り、 そ う した チ ャパ 以 来連 綿 と続 いて き たチ ベ ッ トにお け るチ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ批 判 の
伝 統 のな か で 捉 え る 必 要 が あ る。 な お 、 ロ ン トゥ ン の論 敵 で あ っ た と伝 え られ る ケー ドゥ プ
ジ ェは、sTohthunchenmoに 、"あ る訥 弁 な 人"の 説 と して 、RLKSに み られ る ロン トゥン の チ ャ
ン ドラ キー ル テ ィ批 判 を丹 念 に引用 紹 介 して い る。
第3節 ロ ン トゥン によ る チ ャ ン ドラ キ ール テ ィ/ツ ォン カバ 批 判
ロ ン トゥン はチ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ の 経 証 と理 証 を 順次 に批 判 して ゆ く。 まず 経 証 批 判 に関
して は、 ロン トゥン は、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィそ して ツ ォ ンカバ に と って 声 聞 ・独 覚 の法 無 我
の 証悟 の典 拠 と な る と こ ろ のr十 地 経』 経 文 な い し 『出 世 間讃 』 詩 節 のす べ て を、 チ ャ ン ドラ
キ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカ パ とは別 様 に 解 釈 して ゆ く。 そ れ らの ロ ン トゥ ンの解 釈 に共 通 して い る
の は 、 「声 聞 ・独 覚 は 煩悩 障 の み を 断 じて所 知 障 は断 じな い」 「声 聞 ・独 覚 は 人 無 我 のみ を証 悟
して 法 無 我 は 証悟 しな い」 と い う、 断 捨 と証悟 に関 す る 中観 自立 派 の立 場 で あ る。 チ ャ ン ドラ
キ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカ バ の帰 謬 派 説 にお いて も 「声 聞 ・独 覚 は 所 知 障 を断 じな い」 が、 しか し
彼 らの 体 系 に お け る 煩悩 障 ・所 知 障 の二 障 の捉 え 方 と ロ ン トゥン のそ れ は 異 な っ て お り、 ロ ン
トゥンは 二 障 の 捉 え方 の点 で も ほぼ 自立 派 バ ー ヴ ィヴ ェー カ 説 を継 承 して い る。
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理 証 批 判 に 関 して も、 チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ/ツ ォ ン カ バ 説 にお い て"人 無 我 の証 悟"は
"法 無我 の証 悟"を 前 提 と しな けれ ば な らな い が 、 ロ ン トゥン のば あ い、 二 無 我 の証 悟 は 連 繋
して お らず 、 法 無 我 を証 悟 す る こ とな く人 無我 の み の 証 悟 は 可 能 で あ る。 この 理 証 批 判 の ベ ー
ス にな って い る の も、 自立 派 バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ の 立 場 で あ って 、 要 す る に、 ロ ン トゥ ンは 自立
派 の特 にバ ー ヴ ィ ヴ ェー カ の 立場 を 堅持 しつ つ、 「声 聞 ・独 覚 も法 無我 を証 悟 す る」 とい うチ ャ
ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ンカバ 説 を批 判 した と言 え る。
ツ ォ ン カ バ 等 の ゲ ル ク派 の論 師 は、 『現 観 荘 厳 論 』 や、 シ ャー ン テ ィデ ー ヴ ァ のr入 菩 提行
論』の 解 釈 に もチ ャ ン ドラ キー ル テ ィ説 を持 ち込 み、そ れ らを 帰 謬派 的 に解 釈 しよ う と した が、
ロ ン トゥ ンは 、 両論 の解 釈 と くに 『入 菩 提 行 論 』 解 釈 に 関 して は ゴ ク 大翻 訳 師や チ ャパ な どの
サ ンプ 系 の解 釈 に した が って 、 帰 謬 派 的 解 釈 を排 除 して い る。 こ こに もロ ン トゥン の 自立 派 重
視 の姿 勢 が現 れ て い る。
第6章 ロ ン トゥンの 中観 的 立場 一 有 顕 現 派 ・無 顕 現 派 を 中心 に して
第6章 で は、 「ツ ォン カ バ/チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ批 判 」 の 問 題 を離 れ て、 ロ ン トゥン 中観 論
書 に み られ る"有 顕 現 派/無 顕 現 派"と い う 中観 派 の分 類 の仕 方 を手 掛 か りに して、 ロ ン トゥ
ン の 中観 的立 場 を検 討 す る。 ロ ン トゥ ンは チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ説 を批 判 し、 そ の 一 方 で バ ー
ヴ ィ ヴ ェー カ説 を採 る傾 向 が あ る 。 ロ ン トゥ ンの チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ説 の 扱 い方 な ど の検 討
を通 して 、 ロ ン トゥ ン 中観 説 の 帰趨 を考 え る。
第1節 無 顕 現派 バ ー ヴ ィヴ ェ ー カ説
ロ ン トゥ ンは 、 聖 者 の入 定 状態 に お け る対 象 顕 現 の 有 無 の 認 め方 の観 点 か ら、 中観 派 を無 顕
現 派 と有 顕 現 派 に区 分 す る。 この よ うな 中観 派 の 分 類 の 仕 方 は ロ ン トゥ ン独 自の もの と思 わ れ
る。 そ の うち 無 顕現 派 の 代 表 はバ ー ヴ ィ ヴ ェー カ で 、 バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ に よ る と、 聖者 の 入 定
状 態 に心 は 存 在 す る が 顕現 は存 在 しな い。 バ ー ヴ ィヴ ェー カ は 聖 者 の 入 定 根 本位 の 無分 別 智 に
お け る 対 象 顕現 を徹 底 して否 定 す るが 、しか し入 定 加 行 位 も し くは 後 得位 にお い て"顕 現 の み"
の 存 在 は 認 め て お り、それ が 空性 論 証 にお け る、中観 派 と対 論 者 に共 通 に 成 立す る 主題 とな る。
第2節 有 顕現 派 ア ー リャ ヴ ィ ム クテ ィセ ー ナ/ハ リバ ドラ説
ロ ン トゥ ン は、 アー リ ャヴ ィ ム ク テ ィセ ー ナ/ハ リバ ドラ の 『現 観 荘 厳 論』 注 釈 書 の 一 節 を
典 拠 に して、 二 人 を有 顕 現 派 の代 表 とみ な す 。 そ の 問題 の一 節 に関 してチ ベ ッ トに異 な っ た解
釈 も行 な わ れ て いた が 、 ロ ン トゥ ンは アー リャ/ハ リバ ドラの 立 場 を、 聖 者 の入 定 加 行 位 の み
な らず 根 本位 に お い て も対 象 顕 現 を認 め る有 顕 現 派 と論 じる。 そ して ロン トゥン は有 顕 現 派 の
学 説 に と もな う問 題 点 を努 力 を もっ て 解 決 し 自己 の ア ー リ ャ/ハ リバ ドラ解 釈 の 独 自性 を誇 っ
て い る。
第3節 ロ ン トゥン の解 釈 す る チ ャ ン ドラキ ール テ ィ説
"あ る チ ベ
ッ ト論 師"に よ る と、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ の体 系 に お い て 聖 者 の入 定 状 態 に心
も存 在 しな い し顕 現 も存 在 しな い 。 そ の"あ るチ ベ ッ ト論 師"は 、 ロ ン ト ゥン の論 敵 ツ ォ ン カ
バ の師 で あ っ た レンダ ー ワ の可 能 性 が あ る。 いず れ にせ よ、 ロ ン トゥン の時 代 にそ う した チ ャ
ン ドラ キー ル テ ィ解 釈 が 行 な わ れ て い た の は 、 間 違 いな い。 ロ ン トゥンは そ の"あ るチ ベ ッ ト
論 師"の 誤 解 を斥 けて 、 チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ の 真 意 を、 「聖 者 の入 定 根 本 位 の無 分 別 智 に対
象 顕 現 は存 在 しな いが 、 しか し入 定 加行 位 も し くは 後 得 位 にお いて"顕 現 のみ"は 存 在 す る」.
と解 説 して 、有 顕 現 派 を越 えて ゆ こ う とす る 。 しか しそ れ は 、有 顕 現 派 に対 す るチ ャ ン ドラキ ー
一164一
ル テ ィ の優 位 性 を論 じる と い う よ りも、 バ ー ヴ ィ ヴ ェー カ説 に基 づ いて チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ
の 真意 を解 説 しつ つ 中観 両 派 の思 想 的 同等 性 を示 す 点 に狙 いが あ る と思 わ れ る 。 つ ま り、 中観
論 師 ロ ン トゥ ンは、 最 終 的 に は、 ア ー リ ャ/ハ リバ ドラ の有 顕 現 説 を克 服 して バ ー ヴ ィ ヴ ェー
カ/チ ャ ン ドラキ ール テ ィ の 無顕 現 説 を 自 説 と して採 用 す る もの と思 わ れ る。
結 論
チベ ッ ト中観 思 想史 にお い て ロ ン トゥ ンは、 自立 派 重 視 の立 場 か ら、 ッ ォ ン カバ 批 判 を新 た
に創 始 した 。 そ れ と同 時 に彼 は チ ャ ン ドラキ ール テ ィ説 そ の もの も批 判 した。 後 者 のチ ャ ン ド
ラキ ー ル テ ィ批 判 は、 そ の後 のサ キ ャ派 論 師 に継 承 さ れ て い な い。 チベ ッ ト中観 思 想 史 に お け
る ロ ン トゥ ンの 位 置 を"最 初 の ツ ォン カ バ 中観 説 批判 者"と 確 認す る と とも に、 ロ ン トゥン を
"最 後 の チ
ャ ン ドラ キ ール テ ィ批 判 者"と 位 置 付 け る こ とが 出 来 る ので は な いか と思 わ れ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文 は、 チ ベ ッ ト仏 教 にお いて 中観 帰 謬 派 至 上 の教 学 を確 立 したゲ ル ク派 の祖 ツ ォ ン カバ
(TsohkhapaBlobzahgragspa,1357-1419)に 対 す る最 初 の 批 判 者 とさ れ る 、 サ キ ャ派 の ロ ン
トゥン(R面stonsMrabahis曲ge,1367-1449)の 主 著 『中 観概 論 、Rigslamkungsa1』(RLKS)
を解 読 し、 ロ ン トゥン 自身 が 帰 謬 派 に対 す る 中観 自立 派 教 学 の地 位 回復 を如 何 な る論 法 を用 い
て 行 お う と した か を解 明 しよ う と した もの で あ り、 全 体 は 、 上 巻 に序 論 と本 論 、 下 巻 に 「略 号
及 び 文 献 目録 」、 注 記 を摂 め る。
序 論 は 、 造 論 の 目的 を述 べ 、 本 論 各 章 の 撮 要 を示 す 。
第1章 「ロ ン トゥ ン の 生涯 と著 作 」。 第1節 で は 、2種 の伝 記 に基 づ い て、 出 生 ・経 歴 、 殊
に師 ヤ ク トゥク ・サ ン ゲ ー ペル(1350-1414)と の 関 わ りを 中心 に活 動 の 実態 を探 る。 第2節
で は、 活 動 の うち で も他 派 との論 争 を中 心 に、 伝 記 内 容 を検 討 し、 特 に、 ツ ォ ンカ バ 直 弟 子 の
1人 ケ ー ドゥプ ・ジ ェ(1385-1438)と の関 わ りに注 目す る。 第3節 で は 、蒐 集 しえ た ロ ン トゥ
ン の著 作 を抽 出 して 解 説 し、 ま た 、 論 者 が 披 見 しえ た 資 料22書 を挙 げ 、最 後 に、 本 論 の 中 心 資
料 『RLKS』 の概 要 に触 れ 、 論 者 作成 の 章 と項 目立 て に従 い 、 そ の概 要 を 示 して い る 。
第2章 「中観 両 派 の 分 岐 一 ツ ォ ン カ バ 批 判 そ の1」 。8世 紀 後 半 に シ ャ ー ンタ ラ ク シ タ(寂
護)・ カ マ ラ シー ラ(蓮 華 戒)に よ って チ ベ ッ トに も た ら され た 中観 思 想 は、 そ れ まで に ナ ー
ガ ー ル ジ ュナ(龍 樹)r中 論 』 の 解 釈 をめ ぐ って 印 度 で 対 立 の あ った 、 ブ ッダ パ ー リタ(仏 護 、
5-6世 紀)・ 月称(7世 紀)系 とバ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ(清 弁 、6世 紀)系 の うち 、 専 ら清 弁 系
の そ れ で あ った 。 そ の 後 、11・12世 紀 に、 パ ツ ァ プ(1055一?)に よ る 月称 の著 作 の翻 訳 を通
して 、 月 称 系 の 中 観 が 伝 え られ て 、 仏 護 ・月称 系 の 帰 謬 派(Thal与gyurba,Pr飴ahgika)と 清
弁 系 の 自立 派(Rahrgyudpa,Sv5tantrika)と の対 立 が 生 まれ 、 そ の相 違 が 重 要 な 議 論 の対 象
と して 取 り上げ られ る よ う に な る。 第1節 で は 、 帰謬 派 の立 場 か ら、 自立 派 で は世 俗 の 立 場 に
せ よ、 も の の 自性(svabhava)を 認 め て い る点 で 下 位 に位 置 付 け られ るべ きだ とす る ツ ォ ンカ
バ 説 を前 主 張 と して 示 す 。 第2節 で は 、 ッ ォ ンカ バ が 、"否 定 対 象"の"真 実 有"が 両 派 で 異
る と して 、 自立 派 を帰 謬 派 よ りも下 位 に 置 くの に対 して 、 ロ ン ト ゥン は、"世 俗 的 な 実 と施 設
との 有"な ど に 問題 を残 しな が ら も、 否 定 対 象 の 真 実 有 に相 違 が あ る の で は な く、 「空 性 論 証
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の方 法 の 違 い 」 によ る の で あ って 、 両 派 に優 劣 の価 値 付 け をす べ き で はな い とす る。 第3節 で
は、 前 節 に述 べ た ロ ン トゥ ン にお け る 、"自 立 論 証"と"帰 謬 法"に つ い て、 『中論 注 解 、Roh
rtsa曲lik』 の 所 説 を もっ て補 い、 詳 し く解 説 す る。
第3章 「中観 派 の分 類 一ッ ォ ンカバ 批 判 そ の2」 。 第1節 で は 、'先ず 『RLKS』 にお け る 中観
派 の分 類 方 法 に 関 す る前 主 張 と して 、(1)"月 称 の 随 順 者"、(2)"前 代 の 多 く のチ ベ ッ ト人 達"
を挙 げ る。 前 者 は 「世 俗 を建 立 す る 場 合 に、 自立 派 は 正 理 に よ って そ れ を立 て る点 で 帰 謬 派 に
劣 る」 とす る 説 で あ る。 後 者 は 「帰 謬 派=世 間極 成 中観 派 と、 自立 派(経 量 中観 と喩 伽行 中観
とに分 類)に 分 け られ 、 更 に各 派 に 所 属 せ しめ られ る具 体 的 な イ ン ド中観 論 師 を配 す る」 と い
う もので あ る。 論 者 は 、 イ ェー シ ェ ーデ 、 ウ パ ロサ ル 、 プ トン、 ヤ ク トゥク 等 の 説 を挙 げ て 、
そ の分 類 方 法 を検 討 し、(2)が これ らの諸 説 の合 繰 で あ る とす る 。 第2節 で は 、 ロ ン トゥ ン 自身
は、 経 量 部 、 喩 伽 行 派 の 説 を中観 派 自身 の"世 俗 的 立 場"に 採 用 す る とい う意 味 で、 この2派
名 は採 らず 、替 りに"外 対 象 を論 ず る 中観 派"と"識 を論ず る 中観 派"の 採 用 を提 唱 して お り、
これ は ロ ン トゥ ンが 外 対 象 ・識 を認 め る実 在 論 的体 系 と中観 派 の 立 場 の本 質 的 に異 な る こ とを
強 く意 識 した た め で あ る とす る。 これ を う けて 第3節 で は、鍮 伽行 中観 派 に配 せ られ る寂 護(8
世 紀)が 識 論 を用 い る の も、"修 習 ・教 化 の次 第"に 利 用 して い るた めで あ り、 月称 と に優 劣
の 差 は 無 い、 と明言 す る 目的 は 、 「ロ ン トゥ ンが 、 自立 派 の 寂 護 説 を堅 持 し、 帰 謬 派 の 月称 説
を寂護 説 寄 りに解 釈 し、 ツ ォ ンカ バ に よ り帰 謬 派 よ りも下 位 に位 置 付 け られ る 自立 派 の地 位 回
復」に あ った と結 論 づ け て い る。 第4節 で は 、附 論 と して 、ロ ン トゥ ンの 後継 者 コ ラム パ(1429
-1489) 、 シ ャー ク ヤチ ョクデ ン(1428-1507)、 あ る い は タ ク ツ ァ ン ・ロツ ァ ワ(1405一?)
を取 り上 げ、 彼 等 の 中観 派 の分 類 に関 す る説 と ロ ン ト ゥン説 と の繋 りを検 討 す る。
第4章 「無 我 と く に人 無 我 の 認 め方 一チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィ/ツ ォ ン カバ 批 判 そ の1」 。 第
1節 で は 、 『RLKS』 に、"自 我"説 と 自我 の 無 の意 味 を どの 様 に主 張 して い る か に つ いて 、(1)
月称(『 入 中論 自註 』)、(2)世 親(『 倶舎 論 ・破 我 品 』)、(3)清 弁(『 般 若 燈 論 』)の3者 の 説 を前 主
張 と して 挙 げ 、 論 者 は 、 ロ ン トゥ ンが 敢 え て 史 的 順 序 を逆 に並 べ 、(2)・(3)に 違 い を認 め つ つ 、
同 じ構 造 を持 つ も の と して 扱 い、(1)と の相 違 を 論 ず る意 図は 、 月称 説 を最 も低 く評価 す る こ と
に あ った とす る。 第2節 で は 、 我 々 が持 つ"生 ま れ な が らの 自我 意 識"と して の(仮 の)対 象
内容 で あ る"人"を"薙 の 相続 、 五 繭、 識 藍"と 捉 え る世 親 ・清 弁 説 と、 そ れ を"葱 に 依 止 し
て 施 設 され た も の"と して 捉 え、 前 者 に批 判 的 な 月 称 説 と を対 比 しつ つ、 ロ ン トゥ ン 自身 は 前
者 に与 し、 月称 を批 判 す る とい う文脈 を読 み取 る こ とが で き る と云 う。 ま た、 ロ ン トゥ ンは 、
自我 の否 定 を、(1)「 先 天 的 な 自我 意識 の 否 定」 と、(2)「 学 説 的 に影 響 され た 自我意 識 の 否 定 」
と に分 けた 場 合 、2種 の 自我 否定 の優 先性 に 関 して 、 月 称 ・ッ ォ ンカ バ は 前 者 を優 先す べ し と
す るが 、(2)を 滅 す る こ と(常 ・一 ・自立 の 自我 な どの 否 定)に よ り、(1)も 消滅 す る か ら、 後 者
を優 先 す べ きで ある とす る点 に ッ ォ ンカバ 批 判 が確 か め られ る とい う。 ま た、"人 我"を 月称 ・
ツ ォ ンカ バ は"人 の 我(自 性)"と 理 解 し、 世 親 ・清 弁 は"人 即 ち 我"、 薙 とい う否 定 の 所依 と
は 別 の"人(な る 自我)"と 理解 す る、 と した 上 で 、 ロ ン トゥ ンは 月称 ・ツ ォ ン カ バ 説 で は 法
も人 も区 別 な く、不 合 理 で あ る とす る、 と云 う。
第5章 「声 聞 ・独 覚 の 法 無我 の証 悟 の有 無 一 チ ャ ン ドラキ ール テ ィ/ツ ォ ンカバ 批 判 そ の2」 。
『RLKS』 は 、 実 践 論 の 後 半(第 ～皿.5)に 、 三 乗 の成 覚 者 が 何 を 証 得 し う る か に関 して、 「(1)
あ る人 の 説:声 聞 ・独 覚 は 人無 我 の証 得 のみ 、(2)彌 勒 に 随川頁す る 中観 論 師 の説:声 聞 は 人 無 我
の み 、 独 覚 は 人 無我 と所取 分 の法 無 我 、 菩 薩 は 人 無我 、 所 取 ・能取 の法 無 我 を証 得 す る」 の2
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説 を紹 介 し、 第3説 の 月称 説 を、 経 証 ・理 証 を挙 げ て 詳 説 して い る と した 上 で 、 論 者 は 、 第1
節 で 、 これ らを(1)清 弁、(2)獅 子 賢 、(3)月 称 の見 解 で あ る と して 、 各 師 の著 作 に典 拠 を求 め検 討
を加 え て い る。 第2節 で は、 「声 聞 ・独 覚 も法 無 我 を証 得 す る」 とい う見 解 は 、 サ ン プ学 問 寺
の 座 主 を努 め た チ ャパ ・チ ュ キセ ンゲ(1109-1169)、 プ トン(1290-1364)等 に も批 判 さ れ て
きた が 、 ロ ン トゥ ンの 月称 説 批 判 も この伝 統 の 中で 捉 え られ るべ きだ とす るg第3節 で は 、 第
1節 の(3)月 称 説 の 経 証 ・理 証 に 関 して 、 ロ ン トゥン は、 月称 ・ッ ォ ンカ パ とは 別 様 の経 証 ・理
証 の解 釈 に立 ち 、 それ を否 定 して い る と云 う。
第6章 「ロ ン トゥ ンの 中観 的立 場 一有 顕 現 派 ・無 顕 現 派 を 中心 に して」 で は、 先ず 『RLKS』
に、 プ トン、 ヤ ク トゥク等 の先 師 に も見 られ る議 論 「聖 者 の入 定 智 にお い て 顕 現 が 有 る、 と認
め る か、 認 め な い か 」 に よ り、 中 観 派 を分 類 し う る と して 、 ロ ン トゥ ン は 有 顕 現(snahbcas
pa)、 無 顕 現(snahmedpa)の 概 念 を用 い、 「(1)ある チ ベ ッ ト論 師 の解 説 す る 帰 謬 派 月称 説:
心(知)は 存 在 しな いか ら、 顕 現 も無 い。(2)自 立 派 無 顕 現 派 清 弁 説:心 は 存 在 す るが 、 顕 現 は
無 い。(3)自 立 派 有 顕現 派 聖 解 脱 軍/獅 子 賢 説:心 も顕 現 も存 在 す る」 との3説 を挙 げ て い る と
す る。 つ いで 第1節 で は(2)、 第2節 で は(3)の 、 ロ ン トゥン に よ る解 説 を紹 介 し、 検 討 を加 え て
い る。 第3節 で は、(1)と 共 に 『RLKS』 所 説 の 「仏 の 自相 続 に含 まれ る智/顕 現 の有 無」 に 関
す る2つ の 帰 謬 派 的解 釈 を 引 いて 解 説 し、 ロ ン トゥンが 月称 帰 謬 派 説 を 自己 の 体 系 に如 何 に位
置 付 けて い る か を検 討 し、 批 判 の対 象 と され て い るチ ベ ッ ト人 は ッ ォ ンカ バ の 師 で もあ る レ ン
ダ ー ワ(1349-1412)の 可 能 性 が あ る と指 摘 す る。 ま た、 論 者 は、 この(1)説 が 月 称 の 真 意 で は
な い とす る ロン トゥン の態 度 に注 目 し、月称 説 を清 弁 説 に 通ず る と見 う る ことか ら、両 者 が 「思
想 的 に 同等 で あ る」 こ とを示 そ う と した 、 と解 釈 して い る。
ロ ン トゥ ンの 詳 細 は これ ま で ほ とん ど紹 介 され て 来 なか っ たが 、 論 者 は 、 蒐 集 し得 た 彼 の伝
記(2種)、 著 作(22書)、 関連 の文 献 資 料 を精 査 し、 そ の全 体 的な 人物 像 及 び 論 争 の主 題 とそ
れ らの 文 脈、及 び 思 想 史 上 の位 置 を 明 らか に した 。 これ に よ っ て 、そ の後400年 に わ た るゲ ル ク
派 とサ キ ャ派 との論 争史 研 究 にサ キ ャ派 側 か らの確 実 な 目安 が 与 え られ た と言 う こ とが で き、
こ の成 果 は斯 学 の 発 展 に寄 与す る と ころが 極 めて 大 き い。
よ って 、 本 論 文 の 提 出者 は、 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 され る に十 分 な 資 格 を有 す る も の と
認 め られ る。
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